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長
嶋
由
紀
子
著

『
フ�
ラ
ン
ス
都
市
文
化
政
策
の
展
開�

市
民
と
地
域
の
文
化
に
よ
る
発
展
』

中
　
村
　
美
　
帆

政
策
学
の
中
で
も
、
文
化
政
策
研
究
は
比
較
的
新
し
い

分
野
で
あ
る
。
参
照
す
べ
き
海
外
の
事
例
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
の
国
レ
ベ
ル
の
文
化
政
策
は
、
日
本
で
も
度
々
紹
介

さ
れ
て
き
た
。
更
に
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
文
化

に
よ
る
都
市
再
生
の
文
脈
で
も
注
目
さ
れ
、
ナ
ン
ト
を
は

じ
め
各
地
の
都
市
が
個
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増

え
て
い
る
。

本
書
の
著
者
の
長
嶋
由
紀
子
氏
は
、
共
に
文
化
政
策
学

を
志
し
た
大
学
院
同
窓
の
頃
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
個
々
の

都
市
の
文
化
政
策
に
注
目
し
て
研
究
を
進
め
ら
れ
て
き
た
。

本
書
で
研
究
対
象
と
な
っ
た
都
市
は
、
南
東
部
の
グ
ル
ノ

ー
ブ
ル
（G

renoble

）
市
、
北
西
部
の
ナ
ン
ト
（N

antes

）

都
市
圏
、
北
部
の
ノ
ー
ル
＝
パ
・
ド
・
カ
レ
（N

ord-�

Pas=de=Calais

）
地
域
圏
と
そ
の
圏
都
で
あ
る
リ
ー
ル

（Lille

）
市
、
そ
し
て
地
中
海
沿
岸
の
大
都
市
マ
ル
セ
イ
ユ

（M
arseille

）
市
、
本
書
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
い
ず
れ

も
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
『
辺
境
』
に
位
置
す
る
」（
二
七

二
頁
）。

本
書
の
特
徴
は
、
日
本
に
お
け
る
文
化
政
策
研
究
と
し

て
は
初
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
文
化
政
策
の
歴
史
的
過

程
を
検
討
し
た
こ
と
に
あ
る
。
二
〇
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン

ス
地
方
都
市
の
文
化
政
策
に
お
い
て
「
文
化
」
と
「
発
展
」�

が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
意
識

の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
文
化
政
策
の
根
幹
を
支
え

る
理
念
的
枠
組
み
が
議
論
さ
れ
た
時
期
に
焦
点
を
当
て
た

考
察
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
都
市
ご
と
の
事
例
紹

介
に
留
ま
ら
な
い
。
本
書
を
通
読
し
て
浮
か
び
上
が
る
の

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、
一
九
六
八
年

の
五
月
革
命
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た

民
主
主
義
の
問
い
直
し
の
な
か
で
、
文
化
に
ど
の
よ
う
な

役
割
が
期
待
さ
れ
た
の
か
と
い
う
理
念
の
変
遷
で
あ
る
。

著
者
は
、
そ
の
変
遷
の
象
徴
的
な
場
面
を
見
せ
て
く
れ
る

都
市
を
注
意
深
く
選
ん
で
い
る
。

本
書
は
序
章
と
終
章
を
含
め
た
全
六
章
で
構
成
さ
れ
る
。

「
第
一
章
　
自
治
体
文
化
政
策
創
成
期
の
政
策
理
念
と

市
民
社
会
」
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
一
九
六
〇

年
代
半
ば
ま
で
、「
第
二
章
　
一
九
七
〇
年
代
革
新
自
治

体
の
実
践
と
理
論
」
で
は
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
八
一
年

ま
で
、
い
ず
れ
も
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
を
主
な
舞
台
に
、
政�

策
理
念
と
し
て
の
「
文
化
的
発
展
（développem

ent��

culturel

）」
の
生
成
か
ら
一
九
八
一
年
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政

権
に
至
る
大
統
領
選
前
夜
の
社
会
党
内
の
議
論
ま
で
が
検

討
さ
れ
る
。

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
占
領
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
解
放
（
リ
ベ

ラ
シ
オ
ン
）
に
も
っ
と
も
貢
献
し
た
都
市
の
一
つ
と
さ
れ

る
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
著
者
が
注
目
す
る
の
は
、
二

つ
の
「
文
化
の
家
」
の
経
験
で
あ
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統

領
の
第
五
共
和
政
の
も
と
で
一
九
五
九
年
に
文
化
省
が
創

設
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
国
家
に
よ
る
本
格
的
な
文
化
政
策

が
始
ま
っ
た
際
、
初
代
文
化
大
臣
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー

は
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
居
住
地
域
や
社
会
的
出
自

に
か
か
わ
ら
ず
ひ
と
し
く
卓
越
し
た
芸
術
文
化
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
文
化
の
民
主
化
（dém

ocratisation�de�

la�culture

）」
の
理
念
を
掲
げ
た
。
そ
の
中
核
的
拠
点
と

し
て
各
地
に
設
け
ら
れ
た
地
域
文
化
機
関
が
「
文
化
の
家

（M
aison�de�la�culture

）」
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
二
月

に
開
館
し
た
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
「
文
化
の
家
」
は
、
反
戦
、

反
植
民
地
主
義
、
高
度
資
本
主
義
管
理
体
制
へ
の
批
判
な

ど
を
包
含
し
た
五
月
革
命
後
の
同
年
夏
か
ら
本
格
的
に
活

動
を
開
始
し
、
当
初
の
文
化
省
の
構
想
と
は
異
な
る
方
向

性
の
事
業
を
展
開
し
た
。
そ
こ
で
は
、
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
後

の
一
九
四
五
年
に
市
民
団
体
連
合
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て

約
三
年
間
図
書
館
、
講
演
会
、
討
論
会
、
映
画
上
映
、
展

覧
会
な
ど
を
企
画
運
営
し
た
も
う
一
つ
の
「
グ
ル
ノ
ー
ブ

ル
文
化
の
家
」
の
経
験
も
参
照
さ
れ
て
い
た
。
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向
性
は
異
な
る
が
、
相
反
す
る
訳
で
は
な
く
、
共
存
不
能

で
も
な
い
」（
二
七
二
頁
）「
重
層
的
な
動
機
」（
五
頁
）
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
動
機
の
解
明
は
、

地
域
文
化
政
策
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
日
本
に
お
い

て
「
文
化
政
策
を
考
え
る
う
え
で
の
参
照
軸
を
得
る
」

（
五
頁
）
こ
と
に
つ
な
が
る
。
本
書
の
最
大
の
意
義
は
こ

こ
に
あ
る
。

著
者
は
、
本
書
冒
頭
で
文
化
政
策
を
以
下
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。

「
文
化
政
策
と
は
、
社
会
に
共
有
さ
れ
る
公
共
的
課
題

の
解
決
の
た
め
に
文
化
の
領
域
で
行
わ
れ
る
施
策
で
あ
る
。

地
域
や
都
市
に
芸
術
を
位
置
づ
け
、
人
び
と
の
文
化
的
実

践
を
振
興
す
る
公
共
政
策
は
、
各
地
固
有
の
文
脈
と
問
題

意
識
に
応
じ
て
策
定
さ
れ
る
自
由
度
の
高
い
領
域
に
あ
る
。

同
時
に
、
そ
こ
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
の
生
き
方
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
を
も
つ
政
策
で
も
あ
る
」（
一
六
頁
）。

日
本
で
は
今
日
で
も
、
文
化
は
公
共
政
策
の
領
域
で
は

な
く
、
個
々
人
の
余
暇
の
私
的
な
趣
味
の
問
題
だ
と
思
わ

れ
が
ち
で
あ
る
。
公
共
政
策
と
し
て
文
化
政
策
に
取
り
組

む
べ
き
と
い
う
問
題
提
起
か
ら
議
論
さ
れ
る
日
本
の
状
況

は
、
民
主
主
義
の
実
現
を
目
指
す
な
か
で
文
化
を
議
論
し

て
き
た
フ
ラ
ン
ス
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
都
市

文
化
政
策
の
歴
史
に
耳
を
傾
け
て
き
た
著
者
は
、
本
書
を

通
じ
て
日
本
の
文
化
政
策
の
あ
り
方
を
問
い
か
け
て
い
る
。

（
な
か
む
ら
　
み
ほ
　
　
静
岡
文
化
芸
術
大
学
文
化
政
策
学
部
准
教
授
）

頁
）
こ
と
で
、
経
済
危
機
の
克
服
に
文
化
が
資
す
る
こ
と

を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。

「
第
四
章
　
地
方
分
権
化
と
欧
州
統
合
の
な
か
で
」
で

は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
が
一
国
社
会
主
義
の
実
現
を
断
念

し
て
欧
州
統
合
に
向
か
い
、
市
場
経
済
に
お
け
る
国
際
競

争
力
の
強
化
へ
と
大
き
く
方
針
転
換
を
し
た
、
い
わ
ゆ
る

フ
ラ
ン
ス
政
治
史
上
の
「
転
回
（le�tournant

）」
の
前

後
に
お
い
て
奮
闘
す
る
自
治
体
が
検
証
さ
れ
る
。
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
兼
職
首
長
の
も
と
、
リ
ー
ル
市

と
ノ
ー
ル
＝
パ
・
ド
・
カ
レ
地
域
圏
が
文
化
を
地
域
経
済

再
生
の
原
動
力
と
み
な
し
た
取
り
組
み
は
、
経
済
と
文
化

を
結
び
つ
け
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
内
で
地
方
分
権
化
後
の

自
治
体
文
化
政
策
の
模
範
例
と
さ
れ
た
。
市
長
交
代
に
も

か
か
わ
ら
ず
文
化
に
よ
る
経
済
発
展
を
実
現
さ
せ
た
マ
ル

セ
イ
ユ
と
合
わ
せ
て
、
都
市
文
化
政
策
が
地
域
経
済
発
展

の
実
現
の
手
段
と
見
な
さ
れ
て
急
速
に
戦
略
化
し
た
実
態

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
終
章
　
都
市
文
化
政
策
の
課
題
」
で
は
、「
文
化
的
発

展
」
の
政
策
理
念
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
意
味
合
い
の
変
遷

と
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
政
策
対
象
と
し
て
の
「
文

化
」
概
念
の
と
ら
え
方
の
変
化
が
確
認
さ
れ
る
。
文
化
政

策
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
公
共
の
意
思
決
定
の
担
い
手
と

な
る
社
会
の
構
成
員
の
潜
在
能
力
の
実
現
か
、
そ
れ
と
も

新
し
い
自
己
イ
メ
ー
ジ
や
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形

成
と
発
信
に
よ
っ
て
都
市
間
競
争
を
生
き
抜
く
方
策
か
。

本
書
に
お
い
て
は
、「
ふ
た
つ
の
課
題
意
識
が
向
か
う
方

「
第
三
章
　
第
一
次
地
方
分
権
化
改
革
に
お
け
る
制
度

設
計
」
で
は
、
一
九
八
一
年
成
立
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
に

よ
る
地
方
分
権
化
の
中
で
、
ナ
ン
ト
市
が
一
九
九
〇
年
に

結
ん
だ
文
化
的
発
展
協
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ラ
・
フ

ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
音
楽
祭
な
ど
文
化
に
よ
る
都
市
再
生
で

知
ら
れ
る
ナ
ン
ト
だ
が
、
著
者
は
、「
主
力
産
業
で
あ
る

造
船
所
閉
鎖
後
に
深
刻
な
経
済
的
衰
退
に
苦
し
ん
で
い
た

地
方
都
市
の
自
治
体
が
、
野
心
的
な
文
化
政
策
に
直
ち
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
国
家
予
算
の
活
用

を
可
能
に
す
る
協
定
制
度
が
あ
っ
た
」（
一
八
八
頁
）
と
分

析
す
る
。

ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
期
に
文
化
省
の
政
策
領
域
は
拡
大
し
、

文
化
省
予
算
は
倍
増
し
、
そ
の
後
の
国
の
文
化
政
策
の
基

盤
が
築
か
れ
た
。
第
一
次
地
方
分
権
化
改
革
に
よ
っ
て
文

化
は
自
治
体
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
、
文
化
省
は
国
が

合
意
し
た
事
業
計
画
と
自
治
体
投
入
予
算
額
を
定
め
て
助

成
を
行
う
方
式
を
選
択
し
、
両
者
の
協
力
内
容
を
明
文
化

し
て
契
約
を
取
り
交
わ
す
文
化
的
発
展
協
定
が
数
多
く
成

立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
中
央
の
文
化
省
が
地
方
の
自
治
体

文
化
政
策
を
支
え
る
分
権
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
先
鞭
を
つ
け

た
の
は
、
文
化
省
内
で
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
出
身
者
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
「
文
化
的
発
展
局
（
Ｄ
Ｄ
Ｃ
）」（
一
七
〇
頁
）

だ
っ
た
。
一
方
文
化
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ

ン
グ
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
党
政
権
の
文
化
政
策
の
基
本

理
念
だ
っ
た
「
個
人
と
集
団
の
発
意
を
増
す
」（
一
五
八
頁
）�

こ
と
に
加
え
、「
文
化
と
経
済
を
結
び
つ
け
る
」（
一
六
一


